山家日記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李　光　洙

五月三日（火曜)　晴れ

陰暦三月十五日の夜である。月が北岳より登つて來る。露雀來る。表面的には不遇の詩人である。露雀に家の留守を賴んで、月桂冠一瓶とスルメ二匹を買つて來て、酒は釜に燗し、スルメはかまどであぶつて、翫月の宴を開く。話夜半に到る。

五月四日（水曜)　陰　微雨

　終日閑店、善を爲して不善を爲さず、方便品を讀む、｢如是妙法。誌佛如來。時乃説之。如優曇鉢花。時一現耳。｣

｢佛於所説法。當生大信力｣

｢心生大觀喜。自知當作佛｣

五月五日（金曜)

　柳永模氏來訪、佛道と老子を談ず。柳氏の老子の慈悲觀を論じて、道徳經三實章に及ぶ。

｢一日慈。二日儉。三日不敢爲天下先。夫慈故能男。憸故能廣。不敢爲天下先故能成器長。今捨慈且勇。捨儉且廣。捨後且先。死矣。夫慈以戦則勝。以守則國。天將救之。以慈衛之｣

五月六日（土曜)　雨

　張爲堂來訪。一宿而去。別れに臨んで、

｢千里來相訪。明月北漢岑。家貧無一物。願不負君心｣

　二十字を書いて贈る。

波蘭外相ベツク氏の要求を拒絶す。チエツコの覆轍を踏むにあらずや、英佛よく波蘭を保障する得るや、歐洲の兩陣營の對峙愈々緊迫す。理からも利からも、獨伊の方に勝算多かるべし。過去數世紀の間に英佛の人類に對する罪悪が貫盈する時代ともなつたのである。
五月七日（日曜)　晴

　曉の庭に立つと、月はまだ西天に淡く殘つてゐるまま太陽はすでに東の山にのぼる。宿雨快晴、萬物生輝、衆取爭喧。綠陰香處動和氣。快い朝である。
　鶯の二羽、前庭の木蓮の枝に來てとまる。

｢ビジヨビ。ジヨクジヨクビ。ビジヨリビ｣

　こんな風に妙な調子で鳴く鳥だ。

　方便品を讀む。

　洪露雀君の生母の初忌に當り、少林寺にて施食あり、法席に列る。洪君、その祭文の中に私の名を入れてある。

五月九日（火曜)　晴後陰

　方便品を誦ず。

　一年柑(トマト)四十本を植ゑる。

　今日の心氣明朗なり。

　普門品と心經を誦ずる時に、假かに觀念株の慈悲に打たれ、法悦身に滿ち渡る。｢心念佛時是心是佛[｣]。是心作佛といふ[の]である。我れ觀音を念ずる時、我れ觀音であり、觀音になるのである。
　｢待多千億佛。發大清淨願。……具足神通力。廣修智方便。十方諸國土。無殺不現身……無垢清淨光。慧日破諸闇。能伏災風火。普明照世間。……澍世露法雨。滅除煩惱焰。……具一切功德。慈眼視衆生。福聚海無量。是故應頂禮｣（普門品偈)
これが私の任務である。

五月十日（水曜)　雨

　夜通しの大雷雹。雨雹。晃晃轟轟。稀れに見る壮觀である。起きて靜かに見入る。

　派出所にて、第二回のチブス豫防注射を受く。

李友榮、張濟□兩少年が來て、階下の石臼を掘る。石臼ではなく一個の小さな圓い池である。清水を湛えて而うして余の心に比せんかな。時ありて風來たれば則ち波起こる。風止めば則ち波靜まる。一日として波の起たない日はない。然し又靜かならざる時もない。二人の少年は私を思ふて來て働いて呉れるのである。こちらから賴んでのことではない。隣家の六歳なる男兒暴卒す。哀むべき他。洪少年より來信あり。

五月十一日（木曜)　雨

　夜中の雨で、前の小川の水が增えてゐる。

　方便品を誦ず。

「無復緒疑。心生大觀喜。自知當作佛。」

「夢」の稿を繼續す。
五月十二日（金曜)　晴

　雨後の三晴也。

柳寅相君から手紙[があ]り、牡丹の滿開を賞せよと招く、露雀と同伴す。
壮我寺法堂の趾の两老槐の新綠が朝陽に映ゆる美觀言はん方なし。

　柳永模先生父子家に在り。境内に入れば牡丹の花香人を襲ふ。數十株の牡丹滿開せり。寅相君の書には夜來の雨に花が傷んだとあつたが、それでもまだよい。

「牡丹は支那的だなあ。紅色の紙に福の字を書いたやうに」
　柳永模氏はこのやうに牡丹を許してゐる。「しかし、その色合いひといひ、香氣といひ、東洋的で古典的なのが好きだ」私はこんなに牡丹を辯護した。

　歸りに牡丹三朶を贈られた。

　延華兒來る。山へと誘ふので手を引いて裏の丘へ登る。小兒甚だ喜ぶ。
夢に（文、壽、一、五、四）と杖一挺を得。

五月十三日（土曜)　夜雨

　案頭に牡丹花を發く。牡丹身を以て華となりて供養す。我れこの花に及ばざるを恥づ。榮兒蘭兒來て宿る。

　夕飯の後、兩兒を連れ、隣家の兒と三人で、靈泉庵の海水觀音を拜む。余はただ合掌低頭したのみであったが、老味といふ十四歳の女兒は、乳兒を負ふたまま、五體を地に投げて禮するを見て自愧す。

　ダリヤ二根を南院に植ゑる。
　蕙草開花。

　心經を誦ずること十回。觀音を念ず。

李相元老曰く、先生高きに臨むを、人稱せざるはなしと云はれて、余甚だ自愧す。

五月十四日（日曜)　雨

　夜來風雨。

　終日雨[。]兒友となる。雨装を買ふて與へると大いに喜べり。

（編輯室繹)

　

　

